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　内子町役場は旧町の庁舎を有効的に活用するた
め、本庁と分庁、小田支所に業務を分散しています。
　本庁は旧五十崎町役場を使用していて、合併前
には町長室や会議室などを新たに増築し、新体制
への環境を整えました。現在は主に総務や福祉、建
設に関わる部署を配置しています。分庁は旧内子
町役場を使用していて、観光や農業、教育に関わる
部署を配置し、４階には議場もあります。小田支所
は合併後に林業センターの１階へ移転をしました。
それぞれ場所は離れていますが、テレビ会議シス
テムを導入して、会議や事務をより効率的に行え
るように設備を整えています。
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開会のことばを述べる森永愛媛県町村議会議長会長
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。

　四国四県町村会と同町村議会議長会は、₉月29日（火）午後₁時から松山市のＡＮ
Ａクラウンプラザホテル松山で「令和₂年度四国四県町村長・議長大会」を本県当番
により開催した。
　これは四県の連携をより強化するための大会であるが、今年度は、新型コロナウイ
ルス感染症の影響により出席者を各県正副会長に限定し21人が出席。出席者全員のマ
スク着用、検温及び消毒並びに演台にアクリル板を設置するなど新型コロナウイルス
感染症防止対策をし開催した。

来賓　前列左から　中村愛媛県知事、戒能愛媛県議会議長
　　　後列　　　　三木愛媛県市町振興課長　　
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宣　　　言

　四国には、四国八十八箇所霊場をはじめ世界に誇れる独自の歴史・文化が根づいている。
　また、多島美の瀬戸内海、黒潮躍る太平洋、美しい山々、素晴らしい田園風景など美しく豊かな自然があり、日本のふるさ
との原風景が脈々と受け継がれている。
　我々町村は、それぞれの地域が持つ豊かな自然、そこに暮らす人々の営み、そこから生まれた風習や伝統文化を大切にしな
がら、新たな価値を付加し、魅力ある地方を創生していかなければならない。
　しかしながら、現在、我が国では、新型コロナウイルスの感染拡大により、地域住民の暮らしや産業に深刻な影響を及ぼし
ている。さらに、四国地方においては、急速な少子・高齢化の進展、大都市圏への人口流出などにより、農林水産業をはじめ
とする地域経済のみならず、集落活動や地域文化の担い手不足などで、地域活力は低下の一途を辿っており、特に、中山間地
域や離島においては、買い物や移動手段といった生活面での不安も抱え、近い将来、集落の消滅さえ危惧されている。
　この非常に困難な状況を打開すべく、国と地方は「地方の再生なくして日本の再生なし」という強い信念を持ち、地方独自
の創意工夫や国・地方の緊密な連携のもとに、人口減少の克服と地方創生の充実・強化に総力を挙げて取り組んでいかなけれ
ばならない。
　我々、四国57町村長と議長は、新しい令和の時代にふさわしい、希望と活力に満ち溢れた地域社会を実現するため、持てる
限りの英知と努力を傾注することをここに誓うものである。
　以上、宣言する。
　　令和₂年₉月29日
	 　　　　　四国四県町村長・議長大会　

戒能潤之介愛媛県議会議長提案説明をする岡本松前町長緊急決議案を朗読する赤松松野町議会議長

あいさつを述べる稲本町村会長中村時広愛媛県知事

提　　出　　議　　題 説　　明　　者

地方財政の充実・強化及び地方創生の推進について
医療・福祉施策の充実・強化について
南海トラフ地震対策及び防災・減災対策の充実・強化について
四国地方の交通基盤等の整備促進について
農林水産業・地域の活力創造について

愛媛県松前町長　　　　　　岡本　　靖
　　　〃　　　　　　　　　　　〃
徳島県松茂町議会議長　　　佐藤　道昭
香川県多度津町長　　　　　丸尾　幸雄
高知県越知町議会議長　　　寺村　晃幸
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参議院選挙における合区の解消に関する特別決議
　日本国憲法が昭和22年に施行されて以来、二院制を採
る我が国において、参議院は一貫して都道府県単位で代
表を選出し、地方の声を国政に届ける役割を果たしてき
たが、平成28年₇月に憲政史上初めて合区による選挙が
実施され、昨年₇月には₂度目の合区による選挙が実施さ
れたところである。
　その結果、合区の対象となった₄県のうち、₃県で投票
率は過去最低となった。昨年実施の参院選から比例代表
に新たに「特定枠」が導入されたが、投票率の低下や直
接候補者と接する機会の減少など、合区を起因とした弊
害は残ったままである。
　このことは、我が国が直面する急激な人口減少問題を
はじめ、この国のあり方を考えていく上でも、多様な地方
の意見が都道府県ごとに集約された意思として参議院を
通じて国政に届けられなくなるばかりか、地方創生にも逆
行するものである。
　合区に対しては、地方₆団体の全団体において合区の
早期解消を決議しており、合区問題の抜本的な解決は「地
方の総意」でもある。
　ついては、早急に、憲法改正等により「合区の解消」を
行い、都道府県単位による代表が国政に参加できる選挙
制度とすることを強く求める。
　以上、決議する。
　　令和₂年₉月29日
	 　　　　　四国四県町村長・議長大会　

新型コロナウイルス感染症対策に関する緊急決議
　現在、我が国は、新型コロナウイルス感染症の拡大に
よって、国民の命や健康がおびやかされるとともに、人々
の暮らしや経済活動に深刻な影響が広がる中、地域住民
や地域企業・事業者の懸命な努力が続けられている。
　四国地方においても、国や市町村、関係機関等が一丸
となって徹底した感染予防・拡大回避や医療体制の充実・
強化などの防止対策に迅速かつ強力に取り組んでいるが、
予断を許さない状況にある。また、経済面では、町村部
における農林漁業や観光業、中小商工業等に深刻な状況
が続いている。
　今後、更なる感染拡大も懸念される中で、地域医療の
崩壊を防ぐことや、介護現場の維持、児童生徒の学びの
保障等をはじめとした重要課題も数多く残されており、地
域経済も長期にわたり厳しい状況に置かれることが想定
されるため、一層の追加対策が求められている。
　我々、四国の町村長と町村議会議長は、新型コロナウイ
ルス感染症対策に関する要望について、全国町村会並び
に全国町村議会議長会と協調し、コロナ後の社会の「こ
の国のあり方」を見据えた各般の対策を講じていただくよ
う、国に対し、以下の項目について強く求める。

記
１．医療・介護サービス等の提供体制を確保すること。
１．子育て・教育支援施策を実施すること。
１．万全な経済対策の実施を行うこと。
１．万全な地方財政支援措置と国庫補助事業の柔軟な
対応を行うこと。
１．感染者や濃厚接触者、医療関係者等に対する人権対
策を講じること。
　以上、決議する。
　　令和₂年₉月29日
	 　　　　　四国四県町村長・議長大会　

「四国八十八箇所霊場と遍路道」に関する
共同アピール

　「四国遍路」は、徳島・高知・愛媛・香川の₄県をつ
なぐ空海ゆかりの八十八箇所霊場をループ状に巡る全
長1,400㎞の壮大な寺院巡礼である。
　この巡礼は、古くから一般庶民に定着し、それを地域
社会が「お接待」と呼ばれるおもてなしの心で支えてい
る。
　遍路の基となる「思想・信仰」、実践する「場」、さら
にそれを支える地域の「お接待」の₃者が一体となった
「遍路文化」は、空海が四国霊場を開創したとされる西
暦815年から、1200年余の長きにわたり脈々と受け継が
れてきた。
　こうした「遍路文化」に象徴される「四国八十八箇所
霊場と遍路道」は、平成27年に文化庁により日本遺産と
して認定されているが、日本国内のみならず世界的に見
ても、普遍的価値のあるもので、人類全体の遺産として
次代に引き継いでいくべきものであり、まさに、世界文
化遺産にふさわしいものと言える。
　四国の産官学民の関係団体は、平成22年₃月に「四国
八十八箇所霊場と遍路道」世界遺産登録推進協議会を設
立し、国から示された課題の解決に向けた取組みを進め
てきており、平成28年₈月には、文化庁に対して構成資
産の保護措置や普遍的価値の証明などを盛り込んだ提
案書を再提出しているところである。
　我々としても、引き続き国に対して、「四国八十八箇
所霊場と遍路道」を長大なエリアに及ぶ生きた文化遺産
として、この文化遺産が効果的に保存・承継できるよう、
世界遺産暫定一覧表へ早期に追加記載することを強く
求めるものである。
　今後、我々は、関係者との連携を強化し、一層の機運
の醸成に積極的に取り組むとともに、すべての人を温か
く受け入れてきた「四国遍路」の素晴らしさを幅広く周
知するなど、世界遺産登録に向け、四国が一体となって
取り組むことを強くアピールする。
　　令和₂年₉月29日
	 　　　　四国四県町村長 ･議長大会　

決　　　議

₁　地方財政の充実 ･強化を図り、地方創生を推進する
こと
₁　医療 ･福祉施策を充実 ･強化すること
₁　南海トラフ地震対策等、防災 ･減災対策の充実 ･強
化を図ること
₁　四国地方の交通基盤等を整備促進すること
₁　農林水産業の振興対策及び地域の活力創造を積極
的に推進すること
　　以上、決議する。
　　　令和₂年₉月29日
	 　　　　四国四県町村長 ･議長大会　
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お知らせお知らせ第64回町村議会議長全国大会開催要綱
１　目　　的
　　全国の町村議会の総意を結集し、我々町村議会議員が一貫
して築き上げてきた地方自治の精神と原則に立ち、住民自治
に基づく個性と活力に満ちた町村の実現を期するため。

２　名　　称　　第64回町村議会議長全国大会　

３　日　　時　　令和₂年11月25日（水）　正午開会

４　場　　所　　ＮＨＫホール（東京都渋谷区神南2-2-1）

５　来　　賓　　⑴　祝辞依頼者　内閣総理大臣、衆議院議長、
　　　　　　　　　　　　　　　　参議院議長、総務大臣、
　　　　　　　　　　　　　　　　地方創生担当大臣、
　　　　　　　　　　　　　　　　与党代表、全国町村会長
　　　　　　　　⑵　臨席案内者　衆参両院議員

６　出 席 者　　町村議会議長

７　大会次第　　⑴　開会のことば
　　　　　　　　⑵　国歌斉唱
　　　　　　　　⑶　会長あいさつ
　　　　　　　　⑷　宣　　言
　　　　　　　　⑸　来賓祝辞
　　　　　　　　⑹　来賓紹介
　　　　　　　　⑺　議長団選出
　　　　　　　　⑻　議　　事
　　　　　　　　　　　①　要　　望
　　　　　　　　　　　②　決　　議
　　　　　　　　　　　③　特別決議
　　　　　　　　　　　④　実行運動方法
　　　　　　　　⑼　ガンバローコール
　　　　　　　　⑽　閉会のことば

※　大会終了後、「令和₂年度町村議会議長全国研修会」を開催。
　　 （講師：東京大学名誉教授　大森　彌 氏）

全国町村長大会開催要綱
１．名　称　　全国町村長大会

２．目　的
　　町村長の総意を結集して、農山漁村の持つ多面的な価値の
重要性を訴え、それぞれの町村が地域の特性や資源を活かし
た施策を自主的・自立的に展開できるよう、多様で個性溢れ
る町村の実現を目指すとともに、人口減少・少子高齢化や東
京一極集中等を克服し、自律・分散型国づくり等により、災
害や感染症に強く、持続可能な活力のある地域の創生を期す。

３．日　時　　令和₂年11月26日（木）
　　　　　　　　　開場：午前11時
　　　　　　　　　開会：正午、閉会：午後₂時（予定）

４．会　場　　ホテルニューオータニ
　　　　　　　ザ・メイン１階（宴会場階）「鶴の間」
　　　　　　　　　東京都千代田区紀尾井町4-1
　　　　　　　　　電話：03(3265)1111（代表）

５．出席者　　都道府県町村会正副会長及び事務局長

６．来　賓　　⑴　挨拶要請者　政府・国会・与党代表、
　　　　　　　　　　　　　　　全国町村議会議長会長
　　　　　　　⑵　出席要請者　衆参両院議員

７．次　第　　⑴　開　　会
　　　　　　　⑵　国歌斉唱
　　　　　　　⑶　全国町村会長挨拶
　　　　　　　⑷　来賓挨拶
　　　　　　　⑸　町村へのメッセージ
　　　　　　　⑹　議　　事
　　　　　　　　　　①　決　　議
　　　　　　　　　　②　要　　望
　　　　　　　　　　③　実行運動方法
　　　　　　　⑺　閉　　会

８．その他
　　都道府県別の座席は、別途決定するものとする。

令和２年度全国町村長大会前後の関係団体大会・会議等予定一覧表（第1報）
令和₂年₇月₆日現在　全国町村会行政部調べ　

月　　日 時間 大　会　・　会　議　等 会　　場 電　話 主　　催　　者 電　話

①11月10日㈫ 13:00 安全・安心の道づくりを求める全国大会 砂防会館 別館 03-3261-8386

全国道路利用者会議 03-3501-5611
道路整備促進期成同盟会全国協議会 03-3234-1707
全国高速道路建設協議会 03-5212-9147
全国街路事業促進協議会 045-671-4306

②11月12日㈭ 13:00 治水事業促進全国大会 砂防会館 別館 03-3261-8386 全国治水期成同盟会連合会 03-3222-6663
③11月13日㈮ 13:00 国保制度改善強化全国大会 砂防会館 別館 03-3261-8386 国民健康保険中央会 03-3581-6821
④11月17日㈫ 10:00 第65回簡易水道整備促進全国大会 砂防会館 別館 03-3261-8386 全国簡易水道協議会 03-3581-3751
⑤11月17日㈫ 10:30 半島振興対策促進大会 ＪＡ共済ビル 03-3265-8716 全国半島振興市町村協議会 他 03-3581-0484
⑥11月19日㈭ 11:00 全国治水砂防促進大会 砂防会館 別館 03-3261-8386 全国治水砂防協会 03-3261-8386
⑦11月20日㈮ 11:30 全国過疎地域自立促進連盟第51回定期総会、総決起大会 メルパルクホール（東京）03-3459-5501 全国過疎地域自立促進連盟 03-3580-3070
⑧11月24日㈫ 13:30 ダム・発電関係市町村全国協議会理事会・定例総会 全国町村会館 03-3581-0471 ダム・発電関係市町村全国協議会 03-3581-0485
⑨11月25日㈬ 12:00 第64回町村議会議長全国大会 ＮＨＫホール 03-3465-1751 全国町村議会議長会 03-3264-8181
⑩11月25日㈬ 13:00 全国浄化槽推進市町村協議会通常総会 国際ファッションセンター 03-5610-5801 全国浄化槽推進市町村協議会 03-3635-4888
⑪11月25日㈬ 13:30 全国町村会 正副会長会 全国町村会館 03-3581-0471 全国町村会（総務部） 03-3581-0482
⑫11月25日㈬ 14:30 全国町村会 理事会（都道府県町村会長会議） 全国町村会館 03-3581-0471 全国町村会（総務部） 03-3581-0482
⑬11月26日㈭  9:00 全国離島振興協議会正副会長・理事要望活動 全国町村会館 03-3581-0471 全国離島振興協議会 03-3591-1151
★11月26日㈭ 12:00 全国町村長大会 ホテルニューオータニ 03-3265-1111 全国町村会（行政部） 03-3581-0483

⑭11月26日㈭ 13:00 都市基盤整備事業推進大会 砂防会館 別館 03-3261-8386

全国街路事業促進協議会 045-671-4306
全国土地区画整理事業推進協議会 092-643-3714
都市再開発促進協議会 045-671-2695
全国連続立体交差事業促進協議会 044-200-2718

⑮11月27日㈮ 10:00 水産業振興・漁村活性化推進大会、定期総会 全国町村会館 03-3581-0471 全国市町村水産業振興対策協議会 03-3581-0485
⑯11月27日㈮ 10:30 全国山村振興連盟通常総会 グランドアーク半蔵門 03-3288-0111 全国山村振興連盟 03-3581-7527
⑰11月27日㈮ 13:00 全国観光地所在町村協議会理事会、総会 全国町村会館 03-3581-0471 全国観光地所在町村協議会 03-3581-0484
※本一覧表は、₇月₆日現在の関係団体大会・会議等の予定をまとめたものであり、今後、変更等が生じる可能性がありますことをお含みおき願います。
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９
月
の
会
と
催
し

▽
2
日
＝
第
1
回
愛
媛
県
県
立
学
校
振
興

計
画
検
討
委
員
会

▽
9
日
＝
災
害
共
済
事
務
連
絡
会
議
（
テ

レ
ビ
会
議
）

▽
10
日
＝「
町
村
の
振
興
を
考
え
る
会
」朝

食
懇
談
会
、
第
3
回
町
村
行
政
未
来
戦

略
会
議
、全
国
町
村
会
正
副
会
長
会
、全

国
町
村
会
正
副
会
長
・
監
事
合
同
会
議
・

（
一
財
）全
国
自
治
協
会
理
事
会
・
全
国

生
協
理
事
会
、
全
国
町
村
会
政
務
調
査

会
・
理
事
会
・
都
道
府
県
町
村
会
長
会
、

全
国
町
村
職
員
生
活
協
同
組
合
総
代
会

▽
11
日
＝
令
和
2
年
度
愛
媛
県
新
旅
行
様

式
魅
力
発
信
プ
ロ
モ
ー
シ
ョ
ン
事
業
委
託

業
務
の
企
画
提
案
コ
ン
ペ
に
係
る
審
査

▽
17
日
＝
災
害
共
済
関
係
事
業
等
加
入
推

進
及
び
火
災
予
防
運
動
等
関
係
事
務
打

合
会
（
テ
レ
ビ
会
議
）

▽
24
日
＝
令
和
2
年
度
都
道
府
県
退
職
手

当
職
員
研
修
会
（
Ｙ
ｏ
ｕ
Ｔ
ｕ
ｂ
ｅ
ラ

イ
ブ
配
信
）、内
外
情
勢
調
査
会
松
山
支

部
懇
談
会

▽
29
日
＝
愛
媛
県
農
業
会
議
9
月
定
例
常

設
審
議
委
員
会
、
令
和
2
年
度
四
国
四

県
町
村
長
・
議
長
大
会
（
四
県
正
副
会

長
に
限
定
）

編
集
後
記

　

宝
く
じ「
幸
運
の
女
神
」の
谷
茶
麻
帆
理

さ
ん
が
ハ
ロ
ウ
ィ
ン
ジ
ャ
ン
ボ
宝
く
じ
の

Ｐ
Ｒ
の
た
め（
公
財
）愛
媛
県
市
町
振
興
協

会
事
務
局
に
来
局
さ
れ
ま
し
た
!

　

こ
の
宝
く
じ
の
収
益
金
は
明
る
く
住
み

よ
い
ま
ち
づ
く
り

の
た
め
に
使
用
さ

れ
ま
す
。

　

是
非
、
愛
媛
県

内
で
の
購
入
を
お

願
い
し
ま
す
。

　

新
町
長
紹
介

　

任
期
満
了
に
伴
う
久
万
高
原
町
長

選
挙
が
8
月
30
日
に
行
わ
れ
、
投
票

の
結
果
、
現
職
の
河
野
忠
康
氏
が
再

選
さ
れ
た
。

　

久
万
高
原
町
長

　
　
　
河こ

う

　
野の

　
忠た

だ

　
康や

す

　
氏

　

新
町
長
紹
介

　

任
期
満
了
に
伴
う
伊
方
町
長
選
挙

が
9
月
22
日
に
告
示
さ
れ
た
が
、
現

職
の
高
門
清
彦
氏
の
ほ
か
に
立
候
補

の
届
け
出
が
な
く
、
同
氏
が
無
投
票

で
再
選
さ
れ
た
。

　
　

伊
方
町
長

　
　
　
高た

か

　
門か

ど

　
清き

よ

　
彦ひ

こ

　
氏

　　

 

コ
ロ
ナ
の
提
起

　

老
人
福
祉
法
で
定
め
た
「
老
人
の
日
」

は
、「
敬
老
の
日
」の
旧
称
。
今
で
は
9
月

の
第
3
月
曜
日
が
祝
日
と
し
て
あ
る
。
全

国
の
1
0
0
歳
以
上
は
8
万
4
5
0
人
に

達
し
、
ま
さ
に
我
が
国
は
老
人
社
会
へ
。

因
み
に
女
性
は
、
世
界
の
最
高
齢
で
福
岡

市
の
田
中
カ
ナ
さ
ん
1
1
7
歳
。
男
性
は
、

奈
良
市
の
上
田
勘
幹
さ
ん
で
1
1
0
歳
。

老
人
増
加
に
係
る
社
会
の
負
の
部
分
も
出

て
こ
よ
う
が
こ
れ
は
当
然
の
流
れ
と
云
う

も
の
、
喜
ば
し
い
限
り
で
あ
る
。
若
年
活

躍
の
後
の
順
繰
り
で
あ
る
。

　

季
節
は
、
秋
の
彼
岸
を
迎
え
た
途
端
に

一
転
し
た
。
こ
と
の
外
、
厳
し
か
っ
た
こ

の
夏
の
猛
暑
か
ら
朝
夕
の
涼
し
さ
、
一
段

と
秋
ら
し
く
な
っ
て
来
た
9
月
下
旬
の
一

服
。
し
か
し
、
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
は
、

未
だ
収
束
の
目
途
が
立
た
な
い
状
況
。
残

念
な
が
ら
世
界
中
が
、
コ
ロ
ナ
の
恐
怖
か

ら
逃
れ
ら
れ
ず
共
存
の
道
も
不
明
確
。

　

さ
て
、
老
人
社
会
か
ら
目
を
転
じ
、
次

世
代
を
荷
っ
て
も
ら
わ
な
け
れ
ば
な
ら
な

い
子
ど
も
社
会
で
あ
る
が
、
我
が
国
の
子

ど
も
の
貧
困
率
は
、現
在
13
．5
％
（
国
民

生
活
基
礎
調
査

‥

厚
生
労
働
省
）
前
回
よ

り
0
．4
％
良
く
な
っ
た
ら
し
い
が
、子
ど

も
7
人
に
1
人
が
貧
困
状
態
と
云
う
。
こ

の
度
の
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
の
感
染
拡

大
に
よ
っ
て
、
さ
ら
に
そ
の
困
窮
度
は
増

し
、
各
分
野
や
層
で
厳
し
さ
が
有
る
中
で
、

特
に
母
子
家
庭
へ
の
影
響
は
半
端
な
状
態

で
は
な
い
。
懸
念
さ
れ
る
の
は
親
の
厳
し

い
雇
用
不
安
定
・
賃
金
低
下
等
に
よ
る
経

済
的
な
負
担
で
起
き
る
様
々
な
子
ど
も
へ

の
影
響
で
あ
る
。
生
身
の
者
と
し
て
、
し

か
も
現
代
社
会
に
あ
っ
て
1
日
1
食
と
か
、

食
事
を
減
ら
す
こ
と
を
余
儀
な
く
さ
れ
て

い
る
こ
と
は
、“
情
”だ
け
で
終
わ
る
べ
き

事
象
で
は
な
い
。
子
ど
も
食
堂
運
営
も
コ

ロ
ナ
で
難
儀
で
あ
る
。
即
対
応
は
、
自
助

に
あ
ら
ず
公
助
が
と
る
べ
き
で
あ
ろ
う
。

し
か
も
そ
の
事
態
収
拾
は
緊
急
を
要
す
る
。

今
、
テ
レ
ビ
の
「
大
食
い
競
争
」
の
シ
ー

ン
な
ど
は
、
形
を
変
え
る
べ
き
と
思
う
が

…
。
さ
ら
に
報
道
（
Ｎ
Ｐ
Ｏ
法
人
の
ア
ン

ケ
ー
ト
に
よ
る
）
で
は
、
1
回
の
食
事
量

が
減
っ
た
14
．8
％
、1
日
の
食
事
回
数
が

減
っ
て
18
．2
％
。菓
子
や
お
や
つ
を
食
事

代
わ
り
に
す
る
こ
と
が
増
し
た
20
．1
％
、

イ
ン
ス
タ
ン
ト
食
品
が
増
え
た
54
．0
％

と
あ
る
。
子
ど
も
の
体
重
が
減
っ
た
。
オ

ン
ラ
イ
ン
授
業
に
必
要
な
タ
ブ
レ
ッ
ト
端

末
・
パ
ソ
コ
ン
が
な
い
し
、
会
話
に
入
れ

な
い
た
め
学
校
に
行
け
な
い
な
ど
の
ア
ン

ケ
ー
ト
結
果
は
見
過
ご
せ
な
い
。

　

次
世
代
の
人
づ
く
り
は
、
今
、
何
を
す

べ
き
か
、
誰
が
ど
の
よ
う
に
す
べ
き
な
の

か
。
具
体
的
な
行
動
と
し
て
大
き
な
も
の

か
ら
小
さ
い
も
の
ま
で
種
々
目
の
前
に
あ

る
。
そ
の
他
、
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
は
、

現
世
の
医
療
・
教
育
・
経
済
界
、
人
々
の

考
え
方
、
見
方
、
人
権
な
ど
い
ろ
ん
な
今

ま
で
に
な
か
っ
た
問
題
点
を
あ
か
ら
さ
ま

に
提
起
し
て
い
る
…
。

�

　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
Ｔ
）

 

「
世
界
は
、
平
均
的
な
も
の
に
よ
っ
て
成

り
立
っ
て
い
る
が
、
そ
の
価
値
は
極
端

な
も
の
に
よ
っ
て
し
か
生
み
出
さ
れ
な

い
」

�

　
（
ヴ
ァ
レ
リ
イ　

フ
ラ
ン
ス
の
詩
人
）

一

筆
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